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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材と、熱転写ドナー要素から選択的に熱転写され得る転写層と、を含む前記熱転写ド
ナー要素であって、前記転写層が、発光ポリマーと、前記発光ポリマー中にドメインを形
成する添加剤とのブレンドを含み、前記添加剤が前記転写層の高忠実度熱転写を促進する
ように選択され、前記ブレンドが有機エレクトロルミネセンスデバイスの放射層を形成す
ることができる、熱転写ドナー要素。
【請求項２】
　前記ドナー要素が、前記ベース基材と前記転写層との間に配置された光－熱変換層を更
に含む、請求項１に記載のドナー要素。
【請求項３】
　前記光－熱変換層と前記転写層との間に配置された中間層を更に含む、請求項２に記載
のドナー要素。
【請求項４】
　発光ポリマーのパターン化方法であって、基材および発光ポリマーと前記発光ポリマー
中にドメインを形成する添加剤とのブレンドを含む転写層を含む熱転写ドナー要素を提供
し、前記添加剤が前記転写層の高忠実度熱転写を促進するように選択され、前記ブレンド
が有機エレクトロルミネセンスデバイスの放射層を形成することができる工程と、
　前記ドナー要素を受像基材と密に近接させる工程と、
　前記ドナーの転写層の部分を前記受像体に選択的に熱転写する工程と、を含む方法。
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【請求項５】
　前記ドナー要素が、前記ベース基材と前記転写層との間に配置された光－熱変換層を更
に含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記光－熱変換層と前記転写層との間に配置された中間層を更に含む、請求項５に記載
の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
この発明は、ドナーシートから受像基材に放射物質（ｅｍｉｓｓｉｖｅ　ｍａｔｅｒｉａ
ｌｓ）を熱転写することに関する。
【０００２】
発明の背景
ドナーシートから受像基材への材料のパターン通りの熱転写が、多種多様な用途に提案さ
れている。例えば、材料を選択的に熱転写して電子ディスプレイ及び他のデバイスに有用
な要素を形成することができる。具体的には、カラーフィルター、ブラックマトリックス
、スペーサ、偏光子、導電層、トランジスタ、燐光物質、及び有機エレクトロルミネセン
ス用材料の選択的熱転写がすべて提案されている。有機エレクトロルミネセンスデバイス
の形成に有機発光体の選択的熱転写が特に有用であると示された。
【０００３】
発明の要旨
有機エレクトロルミネセンス用材料（有機発光体とも称される）の、より具体的には発光
ポリマー（ＬＥＰ）の選択的熱転写は、有機発光デバイス（ＯＬＥＤ、有機エレクトロル
ミネセンスデバイスとも称される）をパターン化するのに重要であり得る。フォトリソグ
ラフィ技術、シャドウマスク技術、スクリーン印刷技術等の従来からのパターン化方法は
、特に、ＬＥＰに基づいたＯＬＥＤを作製するために、有機発光体をパターン化するのに
、及び／または高解像度ピクシレーテッドディスプレイ（ｐｉｘｉｌａｔｅｄ　ｄｉｓｐ
ｌａｙ）を作製するのに問題が多かった。選択的熱転写は、多種多様な有機発光体及び多
種多様なディスプレイ構造体のための実行可能なパターン化方法であり得る。
【０００４】
ＬＥＰには、それらの高純度の形で高忠実度で選択的に熱転写することが難しい場合があ
るものもある。多くの場合、これは、転写されるＬＥＰ材料のフィルムまたはコーティン
グの物理的及び機械的性質に帰することがある。重要であることがあるいくつかの物理的
及び機械的性質には、分子量、層内凝集強さなどがある。本発明は、ＬＥＰを他の材料と
ブレンドして、ＯＬＥＤ中の放射層の望ましい機能性を維持したまま熱転写忠実度を改善
するようにパターン化されているＬＥＰベースの放射層の物理的及び／または機械的性質
を改良することを考察する。
【０００５】
１つの実施態様において、本発明は、基材と、熱転写ドナー要素から選択的に熱転写され
得る転写層と、を有する熱転写ドナー要素を提供するものであり、前記転写層が、発光ポ
リマーと添加剤とのブレンドを含有する。前記添加剤は、転写層の高忠実度熱転写を促進
するように選択され得る。前記ブレンドは、有機エレクトロルミネセンスデバイスの放射
層を形成することができる。
【０００６】
別の実施態様において、本発明は、発光ポリマーのパターン化方法であって、熱転写ドナ
ー要素を提供する工程と、前記ドナー要素を受像基材と密に近接させる工程と、前記ドナ
ーの転写層を受像体に選択的に熱転写する工程と、を含む方法、を提供する。ドナー要素
は、基材と、発光ポリマーと添加剤とのブレンドを含有する転写層と、を備える。添加剤
は、転写層の高忠実度熱転写を促進するように選択され得る。前記ブレンドは、有機エレ
クトロルミネセンスデバイスの放射層を形成することができる。
【０００７】
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本発明は、添付した図面と併せて、本発明のさまざまな実施態様の以下の詳細な説明を考
察してより完全に理解されるであろう。
【０００８】
本発明は、さまざまな改良及び代替形式が可能であるが、それらの詳細は図面に例示され
ており、詳細に記載される。しかしながら、本発明を、記載した特定の実施態様に制限す
ることを意図するものではないことは、理解されるべきである。反対に、本発明の精神及
び範囲内にあるすべての改良、同等物、及び代替物を扱うことを意図する。
【０００９】
発明の詳細な説明
本発明は、ドナー要素から受像体へのＬＥＰ材料の熱物質転写に適用でき、ＯＬＥＤまた
はそれらの部分を形成すると考えられる。特に、本発明は、ＬＥＰと、熱転写を促進する
ように選択された添加剤と、を含有する材料のブレンドの熱物質転写を目的としており、
前記ブレンドは、ＯＬＥＤ中に放射層を形成することができる。本発明は、ブレンドがＯ
ＬＥＤの放射層として転写されるときに（例えば、その高純度の形のＬＥＰを使用するデ
バイスと比較したときに）パターン通りの熱転写の忠実度を改善すると共にデバイスの機
能性を維持するように選択された添加剤とＬＥＰとのブレンドと、を含有する熱転写層を
備えるドナー要素を提供する。本発明によれば、ＬＥＰと、ＯＬＥＤの放射層中で不活性
または活性（例えば、電荷保持、放射性、導電性）である別のポリマー、オリゴマー、ま
たは小分子有機材料などの相溶性添加剤と、を含有する選択的熱転写可能なＬＥＰブレン
ドを調製することができる。添加剤は、例えば転写層の層内凝集エネルギーを低減し、平
均分子量を変え、転写時の受像体への接着性を増強することなどによって、熱転写性質を
促進するように選択され得る。
【００１０】
本発明のブレンドに用いることができるＬＥＰ材料の種類の実施例には、ポリ（フェニレ
ンビニレン）（ＰＰＶ）、ポリ－パラ－フェニレン（ＰＰＰ）、ポリフルオレン（ＰＦ）
、及びそれらのコポリマーなどがある。適したＬＥＰ材料の実施例はまた、Ｊ．Ｌ．Ｓｅ
ｇｕｒａ著、“Ｔｈｅ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅ
ｎｔ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ”，Ａｃｔａ　Ｐｏｌｙｍ．，４９，３１９
～３４４ページ　（１９９８年）、Ａ．Ｋｒａｆｔら著、“Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅ
ｓｃｅｎｔ　Ｃｏｎｊｕｇａｔｅｄ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ－Ｓｅｅｉｎｇ　Ｐｏｌｙｍｅｒ
ｓ　ｉｎ　ａ　Ｎｅｗ　Ｌｉｇｈｔ”，Ａｎｇｅｗ．Ｃｈｅｍ．Ｉｎｔ．Ｅｄ．，３７，
４０２～４２８ページ（１９９８年）に見出すことができる。適したＬＥＰはまた、分子
的にドープされ、螢光染料などを分散されてもよい。他のタイプのポリマーベースの放射
物質には、ポリマー母材中に分散された小分子発光体などがある。例えば、ＰＶＫ、ＰＶ
Ｃｚ、またはポリビニルカルバゾールとして一般に知られているポリ（９－ビニルカルバ
ゾール）が、ハイブリッドＯＬＥＤのために小分子を分散させるためのポリマー母材とし
てしばしば用いられる。
【００１１】
本発明のブレンド中で使用することができる添加剤の実施例には、小分子有機化合物（不
活性、導電性、発光性）、ブレンド中のＬＥＰの、または異なったポリマーのオリゴマー
（不活性、導電性、共役）、他のポリマー（不活性、導電性、共役）、可塑剤、粘着付与
樹脂などがある。ＬＥＰブレンドには、相溶性の材料、例えば、同じ溶剤のいくつかに可
溶性であると共に、ブレンドされたときにコートして均一なフィルムを形成することがで
きる材料を含めるのがよい。
【００１２】
ＬＥＰブレンドは、単一層として１つ以上のドナー要素から選択的に熱転写されてＯＬＥ
Ｄ中に放射層を形成することができるか、または多層積層体（例えば、放射ＬＥＰブレン
ド層とともに電荷輸送層、電荷注入層、緩衝層、電極層、接着剤層など、の１つ以上を含
有する積層体）の層として１つ以上のドナー要素から選択的に熱転写されてＯＬＥＤを形
成することができる。
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【００１３】
選択された相溶性添加剤に材料をブレンドできることにより、より広い範囲のＯＬＥＤ用
放射物質の、より高忠実度のパターン化を可能にすることができる。これは、高分子量Ｌ
ＥＰまたは、それらの高純度の形で、高い層内の凝集強さを示すＬＥＰを熱転写するとき
に特に有用である場合がある。いくつかの場合には、このような材料を熱転写することが
難しいことがある。このような材料は機能性を提供するので、熱パターン化作業中に材料
の転写可能性を改善するためにそれらの高純度の形から変化させることは、望ましくない
と考えられる場合がある。しかしながら、本発明は、ＯＬＥＤ中のＬＥＰの発光機能性を
維持したまま、あるいは改善しながらＬＥＰ層の物理的及び機械的性質を変えることによ
って熱転写性質を増強することを可能にするＬＥＰ　ブレンドを調製できることを示す。
【００１４】
本発明は、ＬＥＰブレンドをそれらの転写層に含有するドナー要素、ＬＥＰブレンドの選
択的転写方法、及びＬＥＰブレンドの選択的な熱転写によって作製されたディスプレイ及
びデバイスを考察する。図１は、本発明で使用するのに適した熱転写ドナー１００の実施
例を示す。ドナー要素１００は、ベース基材１１０、任意の下層１１２、光－熱変換層（
ＬＴＨＣ層）１１４、任意の中間層１１８、及び転写層１１６を備える。他の層もまた、
存在してもよい。典型的なドナーは、米国特許第６，１１４，０８８号、５，９９８，０
８５号、５，７２５，９８９号、国際公開第００／４１８９３号、及び本願と同一の譲受
人に譲渡された米国特許出願第０９／４７３，１１４及び０９／４７４，００２号に開示
されている。
【００１５】
本発明の方法において、ドナー要素の転写層を受像体に隣接して配置し、ＬＴＨＣ層によ
って吸収されて熱に変換され得る画像形成放射線でドナー要素を照射することによって、
材料を熱物質転写ドナー要素の転写層から受像基材に転写することができる。ドナーは、
ドナー基材を通して、または受像体を通して、または両方を通して、画像形成放射線に露
光されてもよい。放射線は、例えばレーザー、ランプ、または他のこのような放射線源か
らの可視光、赤外線、または紫外線などの１つ以上の波長を含めることができる。熱転写
層からの材料を、このようにして選択的に受像体に転写して受像体上に転写された材料の
パターンを画像の通り形成することができる。多くの場合、例えば、ランプまたはレーザ
ーからの光を用いる熱転写は、しばしば達成することができる正確度及び精度のために有
利である。転写されたパターン（例えば、線、円、四角形または他の形状）の寸法及び形
状は、例えば、光線の寸法、光線の露光パターン、有向ビームと熱物質転写要素との接触
時間、及び／または熱物質転写要素の材料、を選択することによって制御され得る。転写
されたパターンはまた、マスクを通してドナー要素を照射することによって制御され得る
。
【００１６】
あるいは、サーマルプリントヘッドまたは（パターン化された、または異なった）他の加
熱要素を用いて、直接にドナー要素を選択的に加熱することができ、それによって転写層
の部分をパターン通り転写することができる。このような場合、ドナーシートのＬＴＨＣ
層は任意である。サーマルプリントヘッドまたは他の加熱要素が、セグメントディスプレ
イ、放射アイコン（ｅｍｉｓｓｉｖｅ　ｉｃｏｎｓ）などのより低解像度情報ディスプレ
イのパターン化デバイスに特に適していることがある。
【００１７】
熱物質転写の方式は、照射のタイプ、ＬＴＨＣ層の材料のタイプ及び性質、転写層中の材
料のタイプなどに依存して変化することができ、画像形成条件、ドナー構造体などに依存
して、転写する間、強められるかまたは弱められてもよい１つ以上の機構によって、概し
て行われる。熱転写の機構の一つには、熱溶融粘着転写（ｔｈｅｒｍａｌ　ｍｅｌｔ－ｓ
ｔｉｃｋ　ｔｒａｎｓｆｅｒ）があり、それによって熱転写層とドナー要素の残部との間
の境界面での局在加熱（ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　ｈｅａｔｉｎｇ）が、選択された位置のド
ナーへの熱転写層の接着性を低下させることができる。ドナー要素が除去されるとき、転
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写層の選択された部分が受像体上に残っているように、熱転写層の選択された部分がドナ
ーに対するよりも受像体に強く付着することができる。熱転写の別の機構には、アブレー
ティブ転写があり、それによって局在加熱を用いて転写層の部分をドナー要素から離解す
ることができ、それによって、離解された材料を受像体の方へ誘導することができる。熱
転写の更に別の機構には昇華があり、それによって、転写層中に分散された材料を、ドナ
ー要素中に発生した熱によって昇華させることができる。昇華された材料の一部が受像体
上に凝縮することができる。本発明は、これら及び他の機構の１つ以上を有する転写方式
を考察し、それによって熱物質転写ドナー要素のＬＴＨＣ層中に生成した熱を用いて転写
層から受像表面への材料の転写を行うことができる。
【００１８】
さまざまな放射線の放射源を用いて熱物質転写ドナー要素を加熱することができる。アナ
ログ技術（例えば、マスクを通して露光）については、強力光源（例えば、キセノンフラ
ッシュランプ及びレーザー）が有用である。デジタル画像形成技術については、赤外線、
可視光、及び紫外線レーザーが特に有用である。適したレーザーには、例えば、強力（１
００ｍＷ）シングルモードレーザーダイオード、ファイバー結合レーザーダイオード、及
び励起固体レーザー（例えば、Ｎｄ：ＹＡＧ及びＮｄ：ＹＬＦ）などがある。レーザーの
露光停滞時間は、例えば、１００分の数マイクロセカンド～数十マイクロセカンド以上に
広く変化してもよく、レーザーフルエンスは、例えば、約０．０１～約５Ｊ／ｃｍ2以上
の範囲であってもよい。他の放射線源及び照射条件が、特に、ドナー要素構造体、転写層
材料、熱物質転写の方式、及び他のかかる因子に基づいて、適している場合がある。
【００１９】
スポット配置の高正確度が大きな基材領域にわたって（例えば、高情報フルカラーディス
プレイの適用について）必要とされるとき、レーザーが放射線源として特に有用である。
レーザー源はまた、大きな硬質基材（例えば、１ｍ×１ｍ×１．１ｍｍのガラス）及び連
続的またはシート状フィルム基材（例えば、厚さ１００μｍのポリイミドシート）の両方
と適合できる。
【００２０】
画像形成する間に、熱物質転写要素を受像体とぴったり接触させてもよく（典型的には熱
溶融粘着転写機構の場合）、または熱物質転写要素を受像体から少し隔置してもよい（ア
ブレーティブ転写機構または転写物質昇華機構の場合も可）。少なくともいくつかの場合
、圧力または真空を用いて熱転写要素を受像体とぴったり接触させて保持することができ
る。いくつかの場合には、マスクを熱転写要素と受像体との間に配置することができる。
このようなマスクは除去可能であるか、または転写後に受像体上に残っていてもよい。次
に、放射線源を用いてＬＴＨＣ層（及び／または放射線吸収体を含有する他の層）を画像
の通り（例えば、デジタルに、またはマスクを通してアナログの露光によって）加熱して
熱転写要素から受像体への画像の通りの転写及び／または転写層のパターン化を行うこと
ができる。
【００２１】
典型的には、任意の中間層またはＬＴＨＣ層など、熱物質転写要素の他の層の有意の部分
を転写せずに、転写層の選択された部分を受像体に転写する。任意の中間層の存在により
、ＬＴＨＣ層から受像体への材料の転写を除くかまたは低減することができ、及び／また
は転写層の転写された部分の変形を低減させることができる。好ましくは、画像形成条件
下で、任意の中間層のＬＴＨＣ層への接着性は、中間層の、転写層への接着性より大きい
。いくつかの場合には、反射中間層を用いて、中間層を通して透過された画像形成放射線
のレベルを減衰させると共に、透過された放射線と転写層及び／または受像体との相互作
用により生じることがある転写層の転写された部分への何れの損傷をも低減することがで
きる。これは、受像体が画像形成放射線を高度に吸収する時に生じることがある熱損傷を
低減するのに特に有利である。
【００２２】
１メートル以上の長さ及び幅の寸法を有する熱転写要素など、大きな熱転写要素を用いる
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ことができる。操作時に、レーザーを、大きな熱転写要素全体にわたってラスターする（
ｒａｓｔｅｒｅｄ）かまたは別の方法で動かすことができ、レーザーは、望ましいパター
ンに従って熱転写要素の部分を照らすように選択的に操作される。または、レーザーは固
定されていてもよく、熱転写要素及び／または受像基材がレーザー下で移動されてもよい
。
【００２３】
いくつかの場合には、２つ以上の異なった熱転写要素を順次に用いて受像体上に電子デバ
イスを形成することが必要であり、望ましく、及び／または便利であることがある。例え
ば、異なった熱転写要素から別個の層または層の別個の積層体を転写することによって、
多層デバイスを形成することができる。多層積層体はまた、単一ドナー要素から単一転写
単位として転写されてもよい。多層デバイスの実施例には、有機電界効果トランジスタ（
ＯＦＥＴ）などのトランジスタ、有機エレクトロルミネセンスピクセル及び／または、Ｏ
ＬＥＤなどのデバイスなどがある。多ドナーシートを用いて、受像体上の同じ層に別個の
成分を形成することができる。例えば、異なった色を放射する有機エレクトロルミネセン
ス材料（例えば、赤、緑、及び青）を含む転写層を各々有する３つの異なったドナーを用
いてカラー電子ディスプレイ用のＲＧＢサブピクセルＯＬＥＤ要素を形成することができ
る。同様に、多層転写層を各々有する別個のドナーシートを用いて、異なった多層デバイ
ス（例えば、異なった色を放射するＯＬＥＤ、接続してアドレス可能ピクセルを形成する
ＯＬＥＤ及びＯＦＥＴなど）をパターン化することができる。典型的には、別個のドナー
シートからの材料を、受像体上で他の材料に隣接して転写し、隣接したデバイス、隣接し
たデバイスの部分、または同じデバイスの異なった部分を形成する。あるいは、別個のド
ナーシートからの材料を、熱転写または特定の他の転写方法のどちらかによって受像体上
に予めパターン化された他の層または材料の上に直接に、または部分的に上に重なった位
置合わせで転写することができる。２つ以上の熱転写要素のさまざまな他の組合せを用い
てデバイスを形成することができ、各々の熱転写要素がデバイスの１つ以上の部分を形成
する。受像体上のこれらのデバイスの他の部分または他のデバイスを、フォトリソグラフ
ィ方法、インクジェット方法、及びさまざまな他の印刷またはマスクベースの方法など、
何れかの適した方法によって全部または部分的に形成してもよいことは理解されるであろ
う。
【００２４】
図１を参照すると、熱物質転写ドナー要素１００のさまざまな層をここに記載する。
【００２５】
ドナー基材１１０はポリマーフィルムであってもよい。１つの適したタイプのポリマーフ
ィルムはポリエステルフィルム、例えば、ポリエチレンテレフタレートまたはポリエチレ
ンナフタレートフィルムである。しかしながら、特定の波長での光の高透過率など、十分
な光学的性質、並びに特定の適用のための十分な機械及び熱安定性を有する他のフィルム
を用いることができる。少なくともいくつかの場合において、ドナー基材は、均一なコー
ティングを形成することができるように平らである。ドナー基材はまた、典型的には、Ｌ
ＴＨＣ層の加熱にもかかわらず安定性を保つ材料から選択される。しかしながら、以下に
記載したように、基材とＬＴＨＣ層との間に下層を介在させて、画像形成する間にＬＴＨ
Ｃ層に発生した熱から基材を断熱することができる。ドナー基材の代表的な厚さは、０．
０２５～０．１５ｍｍ、好ましくは０．０５～０．１ｍｍの範囲であるが、より厚いかま
たはより薄いドナー基材を用いてもよい。
【００２６】
ドナー基材及び隣接した下層を形成するために用いた材料は、ドナー基材と下層との間の
接着性が改善し、基材と下層との間の熱輸送を制御し、ＬＴＨＣ層への画像形成放射線輸
送を制御し、画像形成の欠陥等を低減させるように選択され得る。任意の下塗層（ｐｒｉ
ｍｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）を用いて、基材上に後続の層をコーティングする間に均一性を増
大させ、ドナー基材と隣接した層との間の結合力を増大させることもできる。プライマー
層を有する適した基材の１つの実施例は、帝人社製（製品番号ＨＰＥ１００、大阪、日本
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）である。
【００２７】
任意の下層１１２を、ドナー基材とＬＴＨＣ層との間にコートするかまたは他の方法で配
置して、例えば画像形成する間に基材とＬＴＨＣ層との間の熱流を制御し、及び／または
貯蔵、取り扱い、ドナー加工、及び／または画像形成のためにドナー要素に機械的安定性
を提供することができる。適した下層の実施例及び下層の提供方法が、本願と同一の譲受
人に譲渡された米国特許出願第０９／７４３，１１４号（“Ｔｈｅｒｍａｌ　Ｔｒａｎｓ
ｆｅｒ　Ｄｏｎｏｒ　Ｅｌｅｍｅｎｔ　ｈａｖｉｎｇ　ａ　Ｈｅａｔ　Ｍａｎａｇｅｍｅ
ｎｔ　Ｕｎｄｅｒｌａｙｅｒ”と題された代理人整理番号５４３９７ＵＳＡ１Ａ号）に開
示されている。
【００２８】
下層は、望ましい機械的及び／または熱的性質をドナー要素に与える材料を含有すること
ができる。例えば、下層は、ドナー基材に対し低い（比熱×密度）及び／または低い熱伝
導率を示す材料を含有することができる。このような下層を用いて、転写層への熱流を増
大させ、例えばドナーの画像形成感度を改善してもよい。
【００２９】
下層はまた、それらの機械的性質のための、または基材とＬＴＨＣとの間の接着性のため
の材料を含有してもよい。基材とＬＴＨＣ層との間の接着性を改善する下層を用いること
により、転写された画像のより少ない変形をもたらすことができる。例として、ある場合
には、例えば、ドナー媒体を画像形成する間に用いなければ起こることがあるＬＴＨＣ層
の離層または分離を低減または除く下層を用いることができる。これは、転写層の転写さ
れた部分によって示される物理的変形の量を低減することができる。他の場合、画像形成
する間に層間の少なくともある程度の分離を促進する下層を使用すること、例えば画像形
成する間、断熱作用を提供することができる層間の空隙を作り出すことが、望ましい場合
がある。画像形成する間の分離はまた、画像形成する間にＬＴＨＣ層の加熱によって発生
することがあるガスを放出するための溝を提供することができる。このような溝を提供す
ることは、画像形成の欠陥をより少なくすることにつながることがある。
【００３０】
下層は、画像形成波長で実質的に透明であってもよく、あるいはまた、画像形成放射線を
少なくとも部分的に吸収するかまたは反射してもよい。下層による画像形成放射線の減衰
及び／または反射を用いて、画像形成する間の熱発生を制御してもよい。
【００３１】
下層は、（架橋された）熱硬化した、熱硬化性（架橋可能な）、または熱可塑性ポリマー
などの多くの周知のポリマー、例えば、アクリレート（メタクリレート、ブレンド、混合
物、コポリマー、ターポリマー、テトラポリマー、オリゴマー、マクロマーなど）、ポリ
オール（ポリビニルアルコールなど）、エポキシ樹脂（コポリマー、ブレンド、混合物、
ターポリマー、テトラポリマー、オリゴマー、マクロマーなども含める）、シラン、シロ
キサン（及びあらゆるタイプのそれらの変種）、ポリビニルピロリジノン、ポリエステル
、ポリイミド、ポリアミド、ポリ（フェニレンスルフィド）、ポリスルホン、フェノール
－ホルムアルデヒド樹脂、セルロースエーテル及びエステル（例えば、セルロースアセテ
ート、セルロースアセテートブチレートなど）、ニトロセルロース、ポリウレタン、ポリ
エステル（例えば、ポリ（エチレンテレフタレート）、ポリカーボネート、ポリオレフィ
ンポリマー（例えば、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリクロロプレン、ポリイソブチ
レン、ポリテトラフルオロエチレン、ポリクロロトリフルオロエチレン、ポリ（ｐ－クロ
ロスチレン）、ポリビニリデンフルオリド、ポリビニルクロリド、ポリスチレンなど）及
びコポリマー（例えば、ポリイソブテン－ｃｏ－イソプレンなど）、これらの重合性活性
基の混合物を含む重合性組成物（例えば、エポキシ－シロキサン、エポキシシラン、アク
リロイル－シラン、アクリロイル－シロキサン、アクリロイル－エポキシなど）、フェノ
ール樹脂（例えば、ノボラック及びレゾール樹脂）、ポリビニルアセテート、ポリビニリ
デンクロリド、ポリアクリレート、ニトロセルロース、ポリカーボネート、及びそれらの
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混合物、の何れからなってもよい。下層は、ホモポリマーまたはコポリマー（不規則コポ
リマー、グラフトコポリマー、ブロックコポリマーなどであるがそれらに限定されない）
を含有してもよい。
【００３２】
下層は、コーティング、積層、押出し、真空蒸着または蒸着、電気メッキ等の何れの適し
た手段によって形成されてもよい。例えば、架橋下層は、未架橋材料をドナー基材上にコ
ーティングし、コーティングを架橋することによって形成されてもよい。あるいは、架橋
した下層を初期に形成し、次に、架橋後に基材に積層してもよい。架橋は、放射線への露
光及び／または熱エネルギー及び／または化学硬化剤（水、酸素など）への暴露など、当
該技術分野では周知の何れの手段によって行われてもよい。
【００３３】
下層の厚さは典型的には従来の接着性プライマー及び剥離層コーティングの厚さより厚く
、好ましくは０．１ミクロンより大きく、より好ましくは０．５ミクロンより大きく、最
も好ましくは１ミクロンより大きい。ある場合には、特に無機または金属下層については
、下層はさらにより薄くてもよい。例えば、画像形成波長で少なくとも部分的に反射する
る薄い金属下層は、ドナー要素が転写層側から照射される画像形成システムに有用である
ことがある。他の場合では、例えばドナー要素中に特定の機械的支持体を提供するために
下層を有するとき、下層はこれらの範囲よりさらに厚くてもよい。
【００３４】
再び図１を参照すると、熱転写要素に照射エネルギーと結合させるために本発明の熱物質
転写要素にＬＴＨＣ層１１４を含めてもよい。ＬＴＨＣ層、入射放射線（例えば、レーザ
ー光）を吸収して熱転写要素から受像体に転写層を転写することを可能にするために入射
放射線の少なくとも一部分を熱に変換する放射線吸収剤を含有することが好ましい。
【００３５】
概して、ＬＴＨＣ層中の放射線吸収剤は、電磁スペクトルの赤外線、可視光、及び／また
は紫外線の領域の光を吸収し、吸収した放射線を熱に変換する。放射線吸収材料は典型的
には、選択された画像形成放射線を大きく吸収し、約０．２～３以上の範囲の、画像形成
放射線の波長の光学密度を有するＬＴＨＣ層を提供する。光学密度は、前記層を通して透
過される光の強さの、前記層上に入射する光の強さに対する比の対数（底１０）の絶対値
である。
【００３６】
放射線吸収材料を、ＬＴＨＣ層の全体にわたって均一に配置することができ、または不均
質に分散させることができる。例えば、本願と同一の譲受人に譲渡された米国特許出願第
０９／４７４，００２号（“Ｔｈｅｒｍａｌ　Ｍａｓｓ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｄｏｎｏｒ
　Ｅｌｅｍｅｎｔｓ”と題された代理人整理番号５４９９２ＵＳＡ９Ａ）に記載されてい
るように、不均質ＬＴＨＣ層を用いてドナー要素中の温度プロフィルを制御することがで
きる。これは、改善された転写性質（例えば、意図された転写パターンと実際の転写パタ
ーンとの間のより良い忠実度）を有する熱転写要素をもたらすことができる。
【００３７】
適した放射線吸収材料には、例えば、染料（例えば、可視染料、紫外線染料、赤外線染料
、螢光染料、及び放射線偏光染料（ｒａｄｉａｔｉｏｎ－ｐｏｌａｒｉｚｉｎｇ　ｄｙｅ
ｓ））、顔料、金属、金属化合物、金属フィルム、及び他の適した吸収材料などがある。
適した放射線吸収剤の実施例には、カーボンブラック、金属酸化物、及び金属硫化物など
がある。適したＬＴＨＣ層の１つの実施例には、カーボンブラックなどの顔料、有機ポリ
マーなどのバインダーなどが挙げられる。別の適したＬＴＨＣ層には、フィルムとして形
成された金属または金属／金属酸化物、例えば、黒色アルミニウム（すなわち、黒い視覚
的外観を有する部分酸化アルミニウム）などがある。メタリック及び金属化合物フィルム
は、例えば、スパッタリング及び蒸発堆積などの技術によって形成されてもよい。粒状コ
ーティングが、バインダー及び何れかの適した乾燥または湿潤コーティング技術を用いて
形成されてもよい。ＬＴＨＣ層はまた、同様なまたは異なった材料を含有する２つ以上の
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ＬＴＨＣ層を組み合わせることによって形成されてもよい。例えば、ＬＴＨＣ層が、バイ
ンダー中に配置されたカーボンブラックを含有するコーティングの上にブラックアルミニ
ウムの薄い層を蒸着させることによって形成されてもよい。
【００３８】
ＬＴＨＣ層中で放射線吸収剤として使用するのに適した染料が、バインダー材料中に溶解
した、またはバインダー材料中に少なくとも部分的に溶解した、粒子形状で存在してもよ
い。分散された粒状放射線吸収剤が用いられるとき、粒度は、少なくともいくつかの場合
には、約１０μｍ以下であり、約１μｍ以下であってもよい。適した染料には、スペクト
ルの紫外線領域を吸収するそれらの染料などがある。例えば、Ｇｌｅｎｄａｌｅ　Ｐｒｏ
ｔｅｃｔｉｖｅ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ，Ｉｎｃ．（Ｌａｋｅｌａｎｄ，Ｆｌａ．）
製の商品名ＣＹＡＳＯＲＢ　ＩＲ－９９、ＩＲ－１２６及びＩＲ－１６５として市販のＩ
Ｒ吸収剤を用いてもよい。特定の染料を、特定のバインダー及び／またはコーティング溶
剤への溶解度及び相溶性、並びに吸収波長範囲などの因子に基づいて選択してもよい。
【００３９】
顔料材料もまた、放射線吸収剤としてＬＴＨＣ層中で用いてもよい。適した顔料の実施例
には、カーボンブラック及び黒鉛、並びにフタロシアニン、ニッケルジチオレン、及び米
国特許第５，１６６，０２４号及び５，３５１，６１７号に記載された他の顔料などがあ
る。更に、例えば、ピラゾロンイエロー、ジアニシジンレッド、及びニッケルアゾイエロ
ーの銅またはクロム錯体が有用である場合がある。例えば、アルミニウム、ビスマス、ス
ズ、インジウム、亜鉛、チタン、クロム、モリブデン、タングステン、コバルト、イリジ
ウム、ニッケル、パラジウム、白金、銅、銀、金、ジルコニウム、鉄、鉛、及びテルルな
どの金属の酸化物及び硫化物など、無機顔料もまた、用いることができる。金属ホウ化物
、炭化物、窒化物、カルボニトリド、青銅構造化酸化物、及び青銅族に構造的に関連した
酸化物（例えば、ＷＯ2.9）もまた、用いてもよい。
【００４０】
金属放射線吸収剤は、例えば米国特許第４，２５２，６７１号に記載されているような粒
子の形状か、または米国特許第５，２５６，５０６号に開示されているようなフィルムと
して用いられてもよい。適した金属には、例えば、アルミニウム、ビスマス、スズ、イン
ジウム、テルル及び亜鉛などがある。
【００４１】
ＬＴＨＣ層に使用するために適したバインダーには、フィルム形成ポリマー、例えば、フ
ェノール樹脂（例えば、ノボラック及びレゾール樹脂）、ポリビニルブチラール樹脂、ポ
リビニルアセテート、ポリビニルアセタール、ポリビニリデンクロリド、ポリアクリレー
ト、セルロースエーテル及びエステル、ニトロセルロース、及びポリカーボネートなどが
ある。適したバインダーには、重合しているかまたは架橋した、またはされ得るモノマー
、オリゴマー、またはポリマー、などがある。光開始剤などの添加剤もまた、ＬＴＨＣバ
インダーの架橋を容易にするために含有されてもよい。いくつかの実施態様において、バ
インダーは先ず、架橋可能なモノマー及び／またはオリゴマー並びに任意のポリマーのコ
ーティングを用いて形成される。
【００４２】
熱可塑性樹脂（例えば、ポリマー）を含有することにより、少なくともいくつかの場合、
ＬＴＨＣ層の性能（例えば、転写性質及び／または被覆性）を改善することができる。熱
可塑性樹脂が、ドナー基材へのＬＴＨＣ層の接着性を改善することができると考えられる
。１つの実施態様において、バインダーは、２５～５０重量％（重量パーセントを計算す
るとき、溶剤を除外する）の熱可塑性樹脂、好ましくは、３０～４５重量％の熱可塑性樹
脂を含有するが、熱可塑性樹脂のより少ない量（例えば、１～１５重量％）を用いてもよ
い。熱可塑性樹脂は典型的には、バインダーの他の材料と相溶性である（すなわち、一相
の組合せを形成する）ように選択される。少なくともいくつかの実施態様において、９～
１３（ｃａｌ／ｃｍ3）1/2、好ましくは、９．５～１２（ｃａｌ／ｃｍ3）1/2の範囲の溶
解パラメーターを有する熱可塑性樹脂がバインダーとして選択される。適した熱可塑性樹
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脂の実施例には、ポリアクリル樹脂（ｐｏｌｙａｃｒｙｌｉｃｓ）、スチレン－アクリル
ポリマー及び樹脂、及びポリビニルブチラールなどがある。
【００４３】
界面活性剤及び分散剤などの従来のコーティング助剤を添加してコーティング方法を容易
にすることができる。ＬＴＨＣ層を、本技術分野に周知のさまざまなコーティング方法を
用いてドナー基材上にコートしてもよい。ポリマーまたは有機ＬＴＨＣ層を、少なくとも
いくつかの場合、０．０５μｍ～２０μｍの厚さに、好ましくは、０．５μｍ～１０μｍ
、より好ましくは１μｍ～７μｍの厚さにコートする。無機ＬＴＨＣ層を、少なくともい
くつかの場合、０．０００５～１０μｍ、好ましくは、０．００１～１μｍの範囲の厚さ
にコートする。
【００４４】
再び図１を参照すると、任意の中間層１１８を、ＬＴＨＣ層１１４と転写層１１６との間
に配置してもよい。中間層を用いて、例えば、転写層の転写された部分の損傷及び汚染を
最小にすることができ、同様に転写層の転写された部分の変形を低減させることができる
。中間層はまた、転写層の、熱転写ドナー要素の残部への接着性に影響を与えることがあ
る。典型的には、中間層は高い耐熱性を有する。好ましくは、中間層は、特に、転写され
た画像を機能的でなくする程度まで画像形成条件下で変形したり化学分解しない。中間層
は典型的には、転写方法の間にＬＴＨＣ層に接触したままであり、実質的に転写層と共に
転写されない。
【００４５】
適した中間層には、例えば、ポリマーフィルム、金属層（例えば、蒸着金属層）、無機層
（例えば、無機酸化物（例えば、シリカ、チタニア、及び他の金属酸化物）のゾル－ゲル
堆積層及び蒸着層）、及び有機／無機複合層などがある。中間層材料として適した有機材
料には、熱硬化性及び熱可塑材料の両方がある。適した熱硬化性材料には、架橋したまた
は架橋可能なポリアクリレート、ポリメタクリレート、ポリエステル、エポキシ、及びポ
リウレタンなどの熱、放射線、または化学処理によって架橋されてもよい樹脂がある。熱
硬化性材料を、例えば、熱可塑性前駆物質としてＬＴＨＣ層上にコートし、次に架橋して
架橋中間層を形成してもよい。
【００４６】
適した熱可塑材料には、例えば、ポリアクリレート、ポリメタクリレート、ポリスチレン
、ポリウレタン、ポリスルホン、ポリエステルとポリイミドなどがある。これらの熱可塑
性有機材料は従来のコーティング技術（例えば、溶剤コーティング、噴霧コーティング、
または押出コーティング）によって適用されてもよい。典型的には、中間層で使用するの
に適した熱可塑材料のガラス転移温度（Ｔｇ）は、２５℃以上、好ましくは５０℃以上、
より好ましくは１００℃以上、最も好ましくは１５０℃以上である。いくつかの実施態様
において、中間層は、画像形成する間に転写層で達成される何れの温度より高いＴｇを有
する熱可塑材料を含有する。中間層は、画像形成放射線の波長で透過性、吸収性、反射性
、またはそれらの特定の組合せであってもよい。
【００４７】
中間層材料として適した無機材料には、例えば、画像形成光の波長で高度に透過性または
反射性であるそれらの材料を含めて、金属、金属酸化物、金属硫化物、無機炭素コーティ
ングなどがある。これらの材料は、従来の技術（例えば、真空スパッタリング、真空蒸着
、またはプラズマジェット堆積）によって光－熱変換層に適用されてもよい。
【００４８】
中間層は多くの利点を提供することができる。中間層は、光－熱変換層からの材料の転写
に対して遮断層である場合がある。それはまた、熱的に不安定な材料を転写するために、
転写層で達成された温度を調整することができる。例えば、中間層は熱拡散体として作用
して、ＬＴＨＣ層で達成された温度に対して中間層と転写層との間の境界面の温度を制御
することができる。これは、転写された層の品質（すなわち、表面の粗さ、端縁の粗さな
ど）を改善することができる。中間層の存在はまた、転写された材料の改善された塑性復
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原をもたらすことができる。
【００４９】
中間層は、例えば、光開始剤、界面活性剤、顔料、可塑剤、及びコーティング助剤など、
添加剤を含有してもよい。中間層の厚さは、例えば、中間層の材料、ＬＴＨＣ層の材料及
び性質、転写層の材料及び性質、画像形成放射線の波長、及び画像形成放射線への熱転写
要素の露光時間などの因子に依存することがある。ポリマーの中間層については、中間層
の厚さは典型的には、０．０５μｍ～１０μｍの範囲である。無機中間層（例えば、金属
または金属化合物の中間層）については、中間層の厚さは典型的には、０．００５μｍ～
１０μｍの範囲である。
【００５０】
再び図１を参照すると、熱転写層１１６が、本発明の熱物質転写ドナー要素に含有される
。転写層１１６は、ドナー要素が直接に加熱されるかＬＴＨＣ層によって吸収され得る画
像形成放射線に露光されるとき何れかの適した転写機構によって単一体としてまたは部分
に分けて選択的に転写され得る、バインダーを用いてまたは用いずに１つ以上の層に配置
された、何れの適した材料をも含有することができる。
【００５１】
具体的には、本発明は、ＬＥＰと添加剤とのブレンドを含有する転写層を考察する。ＬＥ
Ｐ材料の熱転写を促進するように、添加剤を選択することができる。例えば、添加剤の存
在は、ＬＥＰの凝集エネルギーを低減させることができ、それによって、ＬＥＰをより高
い忠実度でパターンの通り転写することを可能にする。より高い忠実度によってパターン
の通り転写、の意味は、熱転写ドナー要素から受像体に実際に転写された材料のパターン
が、意図された転写パターンに、よりぴったりと一致することである。添加剤はまた、特
に、ＬＥＰブレンドが熱転写ドナー要素の最外側層であるとき、熱転写時にＬＥＰの、受
像体への接着性を改善することができる。
【００５２】
添加剤の選択は概して、ブレンド中のＬＥＰ材料の選択に依存する。最初の問題点として
、添加剤とＬＥＰとは相溶性であるのがよい。好ましくは、添加剤及びＬＥＰの両方が、
ドナーを作製するときにブレンドをドナー要素上にコートするために用いた溶剤に可溶性
であり、キャストまたはコートされるときにブレンドは、均一なフィルムを形成すること
ができる。ある場合には、ブレンドされるとき、添加材料がＬＥＰ材料中にドメインを形
成することが望ましいことがある。例えば、ＬＥＰ中に添加剤のミクロドメインを形成す
ることにより、放射層が均一な電子及び放射性質を示すことをも可能にしながら、高忠実
度熱の転写を達成するのに十分に層内凝集強さを低減させることができる。ブレンド材料
を選択するときの他の問題点には、ブレンド中のＬＥＰの、添加剤（及び他の任意の材料
）の相対的な量、ブレンド中で活性物質を添加剤として用いるかどうか、どのように添加
剤がＬＥＰの電子及び／または放射性質に影響を及ぼすか、などがある。
【００５３】
ＬＥＰと適した添加剤とのブレンドの実施例には、以下のものが挙げられる。同じＬＥＰ
材料のオリゴマーとブレンドされたＬＥＰ、不活性ポリマーとブレンドされたＬＥＰ（例
えば、ポリスチレンとブレンドされたポリフルオレンＬＥＰ）、他のＬＥＰ、導電性ポリ
マー等の活性ポリマーとブレンドされたＬＥＰ、活性有機小分子材料とブレンドされたＬ
ＥＰ、適した添加剤とブレンドされた分子ドープ処理ＬＥＰ、適した添加剤とブレンドさ
れた、螢光染料の分散されたＬＥＰ、適した添加剤とブレンドされたＬＥＰのコポリマー
、適した添加剤とブレンドされた、活性側基を有する主鎖ポリマーを含むＬＥＰ等。
【００５４】
ＬＥＰブレンドと併用してまたはそれらに加えて、他の熱物質転写ドナー要素から選択的
にパターン化され得る他の転写層の実施例には、着色剤（例えば、バインダー中に分散さ
れた顔料及び／または染料）、偏光子、液晶材料、粒子、絶縁材、導電材料、電荷輸送材
料、電荷注入材料、放射物質（例えば、燐光物質または有機エレクトロルミネセンス材料
）、疎水性材料（例えば、インクジェット受像体用のパーティションバンク）、親水性材
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料、多層積層体（例えば、有機エレクトロルミネセンスデバイスなどの多層デバイス構造
体に適した層）、ミクロ構造化またはナノ構造化層、フォトレジスト、金属、ポリマー、
接着剤、バインダー、及び他の適した材料または材料の組合せ、などがある。これら及び
他の転写層が、以下の文書、米国特許第６，１１４，０８８号、５，９９８，０８５号、
５，７２５，９８９号、５，７１０，０９７号、５，６９３，４４６号、５，６９１，０
９８号、５，６８５，９３９号、及び５，５２１，０３５号、国際公開第ＷＯ９７／１５
１７３号、ＷＯ９９／４６９６１号、ＷＯ００／４１８９３号、に開示されている。
【００５５】
本発明による熱物質転写を実施して、フォトリソグラフィベースのパターン化技術に対し
てより、及びフォトリソグラフィによるパターン化に適していない材料（例えば、発光ポ
リマー）に対してより少ない加工工程を用いて、高い精度及び正確度で１つ以上の材料を
受像体上にパターン化することができ、従って高解像度ディスプレイなどの適用に特に有
用である場合がある。そのままで、ＬＥＰブレンドを含有する転写層は、受像体上に選択
的に熱転写した時に、転写された材料が、ＯＬＥＤの放射層など、１つ以上の層を形成す
るように作製され得る。多ＯＬＥＤを順次に（１つ以上のドナー要素から）、または同時
に受像体上にパターン化して単色、多色、またはフルカラーであるセグメント化またはピ
クシレーテッドディスプレイを作製することができる。
【００５６】
特に適した実施態様において、転写層は、ＯＬＥＤディスプレイなどの発光型ディスプレ
イ（ｅｍｉｓｓｉｖｅ　ｄｉｓｐｌａｙ）に有用な１つ以上の材料を含有することができ
る。例えば、転写層は、ＬＥＰと添加剤とのブレンドとともに、有機小分子発光体、有機
電荷輸送または電荷注入材料、並びに他の有機導電性または半導体材料を含有することが
できる。発光型ディスプレイ及びデバイスの適用のためのドナーシートから受像体への材
料の熱転写が、米国特許第６，１１４，０８８号及び５，９９８，０８５号、国際公開第
００／４１８９３号に開示されている。
【００５７】
少なくともいくつかの場合、ＯＬＥＤは、カソードとアノードとの間に挟持された適した
有機材料の１つ以上の薄い層を備える。電子をカソードから有機層に注入し、正孔がアノ
ードから有機層に注入される。注入された電荷が反対側に帯電した電極に向かって移動す
るとき、それらは、典型的にエキシトンと称される電子－正孔対を形成するように再結合
することがある。これらのエキシトン、または励起状態の種は、それらが基底状態に減衰
するとき、光の形でエネルギーを放射することがある（例えば、Ｔ・Ｔｓｕｔｓｕｉ著、
ＭＲＳ　Ｂｕｌｌｅｔｉｎ，２２、３９～４５ページ（１９９７年）を参照のこと）。Ｏ
ＬＥＤに有用な材料は、Ｊ．Ｌ．　Ｓｅｇｕｒａ著、“Ｔｈｅ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ｏ
ｆ　Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｔ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ”、
Ａｃｔａ　Ｐｏｌｙｍ．、４９、３１９～３４４ページ（１９９８年）及びＡ．Ｋｒａｆ
ｔら著、“Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｔ　Ｃｏｎｊｕｇａｔｅｄ　Ｐｏｌｙｍ
ｅｒｓ－Ｓｅｅｉｎｇ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ　ｉｎ　ａ　Ｎｅｗ　Ｌｉｇｈｔ”、Ａｎｇｅ
ｗ．Ｃｈｅｍ．　Ｉｎｔ．Ｅｄ．，３７、４０２～４２８ページ（１９９８年）に開示さ
れている。
【００５８】
ＯＬＥＤ構造体の具体的な実施例には、電荷保持種及び／または放射種がポリマー母材中
に分散される分子的に分散したポリマーデバイス（Ｊ．Ｋｉｄｏ著、“Ｏｒｇａｎｉｃ　
Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｔ　ｄｅｖｉｃｅｓ　Ｂａｓｅｄ　ｏｎ　Ｐｏｌｙ
ｍｅｒｉｃ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ”、Ｔｒｅｎｄｓ　ｉｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｃｉｅｎ
ｃｅ，２、３５０～３５５ページ（１９９４年）を参照のこと）、ポリフェニレンビニレ
ンなどのポリマーの層が電荷保持種及び放射種として作用する共役ポリマーデバイス（Ｊ
．Ｊ．Ｍ．Ｈａｌｌｓ著、Ｔｈｉｎ　Ｓｏｌｉｄ　Ｆｉｌｍｓ、２７６、１３～２０ペー
ジ（１９９６年）を参照のこと）、蒸着小分子ヘテロ構造デバイス（米国特許第５，０６
１，５６９号及びＣ．Ｈ．Ｃｈｅｎら著、“Ｒｅｃｅｎｔ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｓ　
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ｉｎ　Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｔ　
Ｍａｔｅｒｉａｌｓ”、Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｓｙｍｐｏｓｉａ、１２５、１
～４８ページ（１９９７年））、発光電気化学的電池（Ｑ．Ｐｅｉら著、Ｊ．Ａｍｅｒ．
Ｃｈｅｍ．Ｓｏｃ．，１１８、３９２２～３９２９ページ（１９９６年）を参照のこと）
、及び複数波長で光を放射することができる縦積み有機発光ダイオード（米国特許第５，
７０７，７４５号及びＺ．Ｓｈｅｎら著、Ｓｃｉｅｎｃｅ，２７６、２００９～２０１１
ページ（１９９７年）を参照のこと）、などがある。
【００５９】
ドナー要素はまた、ドナー要素の最外側層として転写層の上にコートされた接着剤または
接着性促進剤の層として最も典型的に提供される、任意の転写補助層を備えることができ
る。転写補助層は、画像形成の後に、特に、受像基材からドナーを分離する間に、転写層
の完全な転写を促進するのに役立つことがある。典型的な転写補助層は、ＩＣＩ　Ａｃｒ
ｙｌｉｃｓ製の商品名Ｅｌｖａｃｉｔｅ（例えば、Ｅｌｖａｃｉｔｅ　２７７６）として
市販の樹脂群など、室温でわずかな粘着性を有するかまたは粘着性を有さない無色の、透
明な材料を含有する。転写補助層はまた、画像形成レーザーまたは光源と同じ周波数の光
を吸収する放射線吸収剤を含有してもよい。転写補助層はまた、受像体上に任意に配置さ
れてもよい。
【００６０】
受像基材は、ガラス、透明フィルム、反射フィルム、金属、半導体、さまざまなペーパー
、及びプラスチックなどであるがそれらに制限されない特定の適用に適した何れの品目で
あってもよい。例えば、受像基材は、ディスプレイ適用に適した基材またはディスプレイ
要素の何れのタイプであってもよい。液晶ディスプレイまたは発光型ディスプレイなどの
ディスプレイに使用するのに適した受像基材には、可視光線に実質的に透過性である硬質
または可撓性の基材などがある。適した硬質の受像体の実施例には、酸化インジウムスズ
でコートまたはパターン化され、及び／または低温ポリケイ素（ＬＴＰＳ）または有機ト
ランジスタなどの他のトランジスタ構造体で回路化されるガラス及び硬質プラスチックな
どがある。適した可撓性基材には、実質的に透明且つ透過性ポリマーフィルム、反射フィ
ルム、トランスフレクティブフィルム、偏光フィルム、多層光学フィルムなどがある。可
撓性基材はまた、電極材料またはトランジスタでコートされるか、あるいはパターン化さ
れてもよい。適したポリマー基材には、ポリエステルベース（例えば、ポリエチレンテレ
フタレート、ポリエチレンナフタレート）、ポリカーボネート樹脂、ポリオレフィン樹脂
、ポリビニル樹脂（例えば、ポリビニルクロリド、ポリビニリデンクロリド、ポリビニル
アセタールなど）、セルロースエステルベース（例えば、セルローストリアセテート、セ
ルロースアセテート）、及び支持体として用いられる他の従来のポリマーフィルムなどが
ある。プラスチック基材上にＯＬＥＤを作製するために、プラスチック基材の一方または
両方の表面の上に遮断フィルムまたはコーティングを有して有機発光デバイス及びそれら
の電極を望ましくないレベルの水、酸素等への暴露から保護することが、しばしば望まし
い。
【００６１】
受像基材は、電極、トランジスタ、コンデンサー、絶縁リブ、スペーサ、カラーフィルタ
ー、ブラックマトリックス、及び電子ディスプレイまたは他のデバイスに有用な他の要素
で予備パターン化されてもよい。
【００６２】
活性プライマー層もまた、熱転写操作の間にドナーと受像体の間に配置して、材料の転写
を容易にすることができる。活性プライマーの考えは、本願と同一の譲受人に譲渡された
及び同時出願された米国特許出願第０９／６６２，８４５号（“Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃａ
ｌｌｙ　Ａｃｔｉｖｅ　Ｐｒｉｍｅｒ　Ｌａｙｅｒｓ　ｆｏｒ　Ｔｈｅｒｍａｌ　Ｐａｔ
ｔｅｒｎｉｎｇ　ｏｆ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ　ｆｏｒ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｄｅｖｉ
ｃｅｓ”と題された代理人整理番号５５９８９ＵＳＡ５Ａ．００２）に開示されている。
活性プライマーは、選択的に熱物質転写する間に接着性または他の転写性質を促進すると
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共にデバイスの機能性を維持するための材料を含有する。実施において、活性プライマー
層を、ドナーシートの転写層上に、受像体上に、または両方にコートすることができる。
同様に、活性プライマー層をコートしてドナーまたは受像体上に単一の連続した層を形成
することができ、または活性プライマー層をドナーまたは受像体上にパターン化すること
ができる。活性プライマー層は、フォトリソグラフィ、スクリーン印刷、選択的熱転写、
マスクを通しての堆積等の何れの適した技術によってパターン化されてもよい。パターン
化活性プライマー層を用いるとき、転写層が選択的に熱転写されるそれらの領域でだけ活
性プライマーを受像体上に直接にパターン化することが望ましいことがある。
【００６３】
本発明のＬＥＰブレンドを転写する間に活性プライマー層を用いるとき、活性プライマー
に含有された材料の少なくとも１つがＬＥＰブレンド中に含有された材料の少なくとも１
つに適合することが望ましいことがある。このタイプの材料の適合は、転写した後にＬＥ
Ｐブレンド層と活性プライマー層との間に形成された境界面の品質を改善することがある
。
【００６４】
ＬＥＰブレンドを転写した後に、他のデバイス層を堆積及び／またはパターン化すること
ができる。このような他のデバイス層は、電荷輸送材料、カソード層等を含有することが
できる。絶縁リブもまた、放射層の転写後にパターン化して、例えば共通カソード（ｃｏ
ｍｍｏｎ　ｃａｔｈｏｄｅ）を堆積する前に隣接したデバイスを電子的に単離することが
できる。これらと他のこのような層のパターン化は、フォトリソグラフィ、熱転写、マス
クを通しての堆積等の何れの適した方法によって実施されてもよい。ＯＬＥＤについては
、パターン化デバイスが影響を受ける場合がある環境中の水、酸素、及び他の要素に対す
る遮断層を形成する１つ以上の層で完成デバイスをコーティングすることによってデバイ
スを封入することが、しばしば望ましい。
【００６５】
実施例
以下の実施例は、ＯＬＥＤを作製するために用いることができる熱転写ドナー要素中での
転写層としてのＬＥＰブレンドの使用を示す。
【００６６】
実施例１：ＰＥＤＴ／ＰＳＳ緩衝層を有する受像体の調製
ＰＥＤＴ／ＰＳＳ緩衝層を有する受像基材を、次の方法で調製した。
【００６７】
酸化インジウムスズ（ＩＴＯ）ストライプ形成基材に、脱イオン水に溶かしたポリ（３，
４－エチレンジオキシチオフェン）／ポリ（スチレンスルホン酸）（ＰＥＤＴ／ＰＳＳ）
からなる緩衝液（９９．５：０．５重量比の水：ＰＥＤＴ／ＰＳＳ）を２０００ｒ．ｐ．
ｍ．でスピンコートした。ＰＥＤＴ／ＰＳＳ緩衝材料は、Ｂａｙｅｒ　Ｃｏｒｐｏｒａｔ
ｉｏｎ製の商品名Ｂａｙｔｒｏｎ　Ｐ　４０８３として市販のＰＥＤＴ／ＰＳＳであった
。ＰＥＤＴ／ＰＳＳのコートされた基材を、空気中で５分間、ホットプレート上で１１０
℃で加熱した。ＰＥＤＴ／ＰＳＳコーティングは、ＯＬＥＤ中で正孔注入緩衝層の働きを
する。
【００６８】
実施例２：活性プライマー層を有する受像体の調製
活性プライマー層を有する受像基材を、次の方法で調製した。
【００６９】
酸化インジウムスズ（ＩＴＯ）ストライプ形成基材に、脱イオン水に溶かしたＰＥＤＴ／
ＰＳＳからなる緩衝液（７０：３０重量比の水：ＰＥＤＴ／ＰＳＳ）を２０００ｒ．ｐ．
ｍ．でスピンコートした。ＰＥＤＴ／ＰＳＳのコートされた基材を、空気中で５分間、ホ
ットプレート上で１１０℃で加熱した。ＰＥＤＴ／ＰＳＳコーティングは、ＯＬＥＤ中で
正孔注入緩衝層の働きをした（実施例７を参照）。次に、活性プライマー層を、ＰＥＤＴ
／ＰＳＳコーティング上にコートした。活性プライマー層は、ポリスチレン中のビス（３
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－メチルフェニル）Ｎ，Ｎ’ジメチルベンジジン（ＴＰＤ）の１：１分散系（５０，００
０ＭＷ、Ｐｏｌｙｓｃｉｅｎｃｅｓ製）であった。ＴＰＤは、Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｍｉｌｗａｕｋｅｅ，ＷＩ）から入手した。用いたポリスチ
レンは、５０，０００の分子量を有し、Ｐｏｌｙｓｃｉｅｎｃｅｓ（Ｗａｒｒｉｎｇｔｏ
ｎ，　ＰＡ）から入手した。活性プライマーを、１．５％の重量対体積のトルエン溶液か
らＰＥＤＴ／ＰＳＳ層上にスピンコートした。
【００７０】
実施例３：（比較用）ＰＰＶ転写層を有するドナーシートの調製
発光ポリマー転写層を有する熱転写ドナーシートを、次の方法で調製した。
【００７１】
表Ｉに記載したＬＴＨＣ溶液を、厚さ０．１ｍｍのポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ
）フィルム基材上にコートした。コーティングを、線インチ当たり１５０の螺旋セルを有
するミクログラビアロールを用いて、Ｙａｓｕｉ　Ｓｅｉｋｉ　Ｌａｂコータ、モデルＣ
ＡＧ－１５０を用いて行った。ＬＴＨＣコーティングを、８０℃でインライン乾燥させ、
紫外線下で硬化した。
【００７２】
【表１】



(16) JP 4903976 B2 2012.3.28

10

20

30

40

【００７３】
次に、表ＩＩに記載した中間層を、線インチ当たり１８０の螺旋セルを有するミクログラ
ビアロールを有する、Ｙａｓｕｉ　Ｓｅｉｋｉ　Ｌａｂコータ、モデルＣＡＧ－１５０を
用いて、グラビアコーティング方法で降下したＬＴＨＣ層上にコートした。このコーティ
ングを、６０℃でインライン乾燥させ、紫外線で硬化した。
【００７４】
【表２】
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【００７５】
次に、ＰＰＶ発光ポリマーを、硬化した中間層上に０．９％重量対体積のトルエン溶液か
らスピンコートした。ＰＰＶはＣｏｖｉｏｎ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔ
ｏｒｓ　ＧｍｂＨ（Ｆｒａｎｋｆｕｒｔ，Ｇｅｒｍａｎｙ）製であり、名称ＣＯＶＩＯＮ
　ＰＤＹ　１３２であった。
【００７６】
実施例４：ＰＰＶ／ポリスチレンブレンド転写層を有するドナーシートの調製
発光ポリマーブレンド転写層を有する熱転写ドナーシートを、次の方法で調製した。
【００７７】
ＬＴＨＣ溶液を、実施例３と同様に厚さ０．１ｍｍＰＥＴフィルム基材上にコートした。
次に、中間層を、実施例３と同様に、硬化したＬＴＨＣ層上にコートした。次に、ＰＰＶ
発光ポリマーとポリスチレンとの１：１重量比のブレンドを、硬化した中間層上に０．５
％重量対体積のトルエン溶液からスピンコートした。ＰＰＶはＣｏｖｉｏｎ　Ｏｒｇａｎ
ｉｃ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒｓ　ＧｍｂＨ（Ｆｒａｎｋｆｕｒｔ，Ｇｅｒｍａｎｙ
）製であり、名称ＣＯＶＩＯＮ　ＰＤＹ　１３２であった。用いたポリスチレンは５０，
０００の分子量を有し、Ｐｏｌｙｓｃｉｅｎｃｅｓ（Ｗａｒｒｉｎｇｔｏｎ，ＰＡ）から
入手した。
【００７８】
実施例５：ＰＰＶ及びＰＰＶ／ポリスチレンブレンドの、受像体上への熱画像形成
実施例３及び４で調製されたＰＰＶ及びＰＰＶブレンドドナー要素を用いて、次の方法で
受像体上にパターンを熱転写した。
【００７９】
実施例３及び４で調製したのと同様なドナーシートを、実施例１及び２で調製したのと同
様に受像基材と接触させ、ＰＰＶ及びＰＰＶブレンド転写層を受像体上に画像形成した。
従って、４つの組合せがあった。すなわち、実施例１の緩衝受像体上に実施例３のＰＰＶ
ドナー、実施例２の活性プライマー受像体上の実施例３のＰＰＶドナー、実施例１の緩衝
受像体上の実施例４のＰＰＶブレンドドナー、及び実施例２の活性プライマー受像体上の
実施例４のＰＰＶブレンドドナーである。
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各々の場合において、各ドナーの転写層は、相当する受像体の緩衝層または活性プライマ
ー層と接触していた。次に、ドナーを、２つのシングルモードＮｄ：ＹＡＧレーザーを用
いて画像形成した。近テレセントリック配置の部分としてｆ－シータ走査レンズを用いて
像平面上に結合レーザービーム（ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｌａｓｅｒ　ｂｅａｍｓ）を集束さ
せて、走査を線検流計のシステムを用いて行った。レーザーのエネルギー密度は０．５５
Ｊ／ｃｍ2であった。１／ｅ2強度で測定した、レーザースポットサイズは、３０ミクロン
×３５０ミクロンであった。線レーザースポット速度は、像平面で測定したとき、毎秒１
０～３０メートルに調整可能であった。レーザースポットを、約１００μｍの振幅を有す
る主変位方向に垂直にディザーした。転写層を、受像基材上に線として転写し、線の所期
の厚さは約９０μｍであった。
【００８１】
転写層を、受像基材上のＩＴＯストライプと上に重なった位置合わせである一連の線に転
写した。画像形成の結果を表ＩＩＩに示す。
【００８２】
【表３】

【００８３】
表ＩＩＩに記載した画像形成の結果は、ＰＰＶ／ポリスチレンブレンドの使用が、活性プ
ライマー基材上への高純度ＰＰＶの転写に対して活性プライマー層を含有する受像体上へ
の転写を改善したことを示す。良好な忠実度の転写が活性プライマー基材上への高純度Ｐ
ＰＶについて注目されるが、最も高い忠実度の転写は活性プライマー基材上へのＰＰＶブ
レンドを用いて達成された。活性プライマー層がない受像体上へのＰＰＶブレンドに対し
て高純度ＰＰＶについての転写の品質の差はそれほど決定的ではなかった。
【００８４】
実施例６：ＰＦ及びＰＦ／ポリスチレンブレンドの熱画像形成
ドナーシート及び受像体を、実施例１～５に記載した手順と同一にして作製し、画像形成
したが、ただし、各ドナー要素の転写層を作製するために、発光ポリフルオレン（ＰＦ）
の稀釈溶液及びＰＦ／ポリスチレンの１：１重量比のブレンドをコートした。画像形成の
結果を、実施例５に記載した４つのケースの相似の形式で表ＩＶに記載する。
【００８５】
【表４】
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【００８６】
表ＩＶに記載された画像形成の結果は、各々の受像体のタイプ（活性プライマーまたは緩
衝剤のみ）について、ＰＦブレンドが、高純度ＰＦと比較したとき著しく改善された転写
を示したことを示す。緩衝剤のみの受像体上で、高純度ＰＦが転写を示さなかったのに対
して、ＰＦブレンドが高忠実度の転写を示した。活性プライマー受像体上で、高純度ＰＦ
が不十分な忠実度の転写を示したのに対して、ＰＦブレンドは非常に高忠実度の転写を示
した。活性プライマー受像体上への高純度ＰＦによって示された不十分な転写のタイプは
、「ブロッキング」と称され、受像体の、意図された領域にだけでなく、意図されない領
域に転写される転写層の有意の量として記載することができる。
【００８７】
実施例７：ＯＬＥＤの調製
ＯＬＥＤを次の方法で調製した。ＯＬＥＤを作製するために、実施例５で記載されたよう
に実施例２の活性プライマー受像体を実施例４のＰＰＶブレンドドナー要素を用いて画像
形成した。
【００８８】
絶縁リブを、転写されたＰＰＶ／ポリスチレンブレンドの線上に、及びその各々の間に配
置したストライプとしてパターン化した。高充填剤入り熱硬化性ポリマー調合物を、絶縁
リブのために用いた。約１．６ミクロンの高さのリブを、レーザー熱転写方法を用いてパ
ターン化した。転写されたリブは、各面の上に約１０ミクロンごとＰＰＶ／ポリスチレン
の線に重なり合った。次に、厚さ４００オングストロームのカルシウムコーティングを、
絶縁リブ及びＰＰＶストライプの上に蒸着した。次に、厚さ４０００オングストロームの
アルミニウムコーティングを、カルシウムコーティングの上に蒸着した。カルシウム／ア
ルミニウム構造体は、ＯＬＥＤ中で二重層カソードの働きをした。絶縁リブは、ＯＬＥＤ
デバイスの間の電気的分離を維持する。結果は、ガラス受像体上の一連のパターン化ＯＬ
ＥＤであったが、各ＯＬＥＤは、ＩＴＯアノード、ＰＥＤＴ／ＰＳＳ緩衝層、正孔輸送層
及び転写補助層として作用する活性プライマー層、発光ポリマー（ＰＰＶ）ブレンド層、
及びＯＬＥＤ間に配置された絶縁リブによって単離された共通二重層カソードを備えた。
アノード及びカソード間にバイアス電圧を適用した時に、明るい黄色のエレクトロルミネ
センスがパターン化ＯＬＥＤのそれぞれから観察された。
【００８９】
本発明は、上に記載した特定の実施例に制限されると考えられるべきではなく、添付した
クレームに明確に示したように本発明のすべての態様に及ぶと理解されるべきである。本
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発明に適用可能であるさまざまな改良、同等の方法、並びに多数の構造体は、本願明細書
を検討した時、本発明を指示する当業者には容易に明らかであろう。
【図面の簡単な説明】
【図１】　熱転写ドナー要素の略断面図である。

【図１】
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